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RMP協会

大口径高圧噴射併用地盤改良工法

RMP-J工法

認 証 取 得

ISO 9001
ISO 14001
ISO 45001 施工技術本部

RMP協会

◆ 機械配置例

◆ 施工管理システム

RMP-JS

RMP-JT ＜施工配置＞ A≒500～1,000m2

バックホウ

RMP-J改良機
（2軸）

＜プラント配置＞ A≒200～300m2

発電機（プラント用）

スラリープラント

水槽

水槽

管理ハウス

発電機（ポンプ用） 超高圧ポンプ

セメント
サイロ

＜施工配置＞ A≒200～500m2

RMP-J改良機
（単軸；定置式）

＜プラント配置＞ A≒100～200m2

スラリープラント

水槽

発電機（プラント用）

発電機（ポンプ用）

管理ハウスセメント
サイロ

超高圧ポンプ

深度検出器

回転検出器

圧力検出器

流量検出器

RMP-J改良機

データ収集装置 記録計

プラント

NETIS登録番号 KTK-170005-VR



◆ 施工手順

◆ 変位測定例

噴射概要図

撹拌翼

超高圧噴流

削孔ヘッド

RMP-JS（単軸タイプ） RMP-JT（2軸タイプ）

①機械据付 ②削孔・撹拌 ③所定深度到達 ④引上げ撹拌 ⑤完　了

RMP-JS

RMP-JT

①機械据付 ②削孔・撹拌 ③所定深度到達 ④引上げ撹拌 ⑤完　了

大口径撹拌による経済的施工が実現
RMP-J工法は専用の撹拌翼先端から超高圧スラリーを噴射し、原位置土と
混合撹拌することにより、大口径で高品質のソイルセメント改良体(最大
6m2/本)を造成する工法です。
本工法は品質向上のため、施工管理システムを導入し深度・流量等の各種
パラメータをリアルタイムで表示します。

RMP-J工法 Raito Mixing Pile - Jumbo

大口径高圧噴射併用地盤改良工法

超高圧噴流

噴射概要図

撹拌装置

◆ 特　長

先行地中梁 盛土のすべり防止構造物および支持強化等の
液状化防止

◆ 用　途

地中連続壁

盛土の沈下防止 護岸の液状化防止および
土圧軽減

噴射された超高圧スラリーは回転するノズルの
軌道に沿って地山を切削破壊し、改良目的と
地盤の土質条件に合わせた均質なソイルセメント
改良体の造成が可能です。

近接構造物の形状に沿った付着改良ができる
ほか、造成パイル相互のブラスト効果によって、
より密着性に富んだソイルセメント改良体の
造成が可能です。

緩い砂や軟弱な粘性土、有機質土まで幅広い
土質に対応可能です。

専用の施工管理システムにより、施工データを
リアルタイムで表示することが可能です。

大口径改良であるため効率的な施工が可能で
あり、工期の短縮が図れます。
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側方変位実測結果変位計測図（断面）

RMP-J改良体

改良体から3.5m離れ

3,500

上段切削水による排土空間の形成を行う
ため、周辺の地盤変位を抑制します。
測定例として、地表付近においても5mm
以内であることが確認されております。

変位計測図（平面）

D≒3.5m

傾斜計

RMP-J 改良体
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